






要約;昭和 52年からガスリーテストが制度化されたことを考えると、マターナル PKU の問

題は緊急事態である。我々は本症の予防のために  1.ハイリスク女性のリストアップ  2.

ハイリスク女性への情報伝達  3.医師を含めた一般住民への啓蒙、を 3本柱と考え、まず

滋賀県で実行可能な方法を検討した。ガスリーセンターの記録より判明した高フェニルア

ラニン血症の 6人(男 2人  女 4 人)に対する情報伝達法を先天性代謝異常検査等専門委員

会にて検討する。また県の医師会報にマターナル PKU の解説を投稿し、協力が得られれば、

保健所や産科医院に啓蒙のポスターも予定している。


